
 

2025 年 1 月幹事会議事録 

日 時：1月 19 日（日）10：00～12：00  

会 場：連絡室  

出 席：甘利、井上、神戸、小平、佐久間、谷、山田、山本（真） Zoom 参加：勝又、山根   

１ 報告事項 

（１）学内状況 

来年度の留学者数は今年度より増えて 250 名程度の予定。他方で留学生課の人員は削減され、事務

負担が増えているようだ。 

 

（２）事業報告 

  １） 合格者・保護者への入会案内の取り組み。 

 手続き方式の変更に関する情報が不確実で、対応に苦慮したが、期日までに合格者の区別に対応して

3 種類の入会案内を提出できた。後は、オンライン手続きの 3 月合格者が、本会 HP にアクセスし、趣旨を

理解して入会してくれることを期待するのみ。そのためには、HP の内容を少しでも適切で効果的なものに

する必要があり、HP の入会案内を再読のうえ、2 月中に改善提案を出して欲しい。      

   ２） 教職員および TUFS でのイベント参加者への入会案内取り組み 

 1 月 8 日入会案内を折り込んだ会報 77 号を教員全員のメールボックスに配布し、その後学長に注意

喚起メールを配信してもらった。1 月 13 日の TUFSCinema 来場者に入会案愛を配布してもらった。 

  ３）連絡室 

   1 月 10 日から開室し、茶道や書道が開始済。 

   2 月、3 月は書道のみ行う。連絡室休み期間であり、講師単独でお願いする日もあるかもしれない。 

４）組織    

１） 新規の入会、会費、寄付 

 （１）入会者数 11 名 

  ・12 月合格者（推薦・帰国生） 9 名 （入会案内 100 部配布） 

  ・教職員 1＋1 名 （入会案内約 200 部配布、ヒット率 1％） 

  ・TUFS Cinema 来場者 1 名 （入金は未確認） 

（２）会費納入 21 名  

   その内 3 名は 24 年度分既納者。本人が納入を確認できる方法を検討する必要あり。 

（３）寄付 8 名 合計 60,000 円 

（４）退会 1 名 

  会創設当時からの会員。夫人からご逝去されたとの連絡。 

（５）その他 

   生活資金開始付け：エジプトの国費研究生から大学院進学に伴う家計逼迫のため願いがあったので、

10 万円を貸し付ける予定。既に貸付済みを合わせて、貸付額は 20 万円となる。 

  ・学会報告者旅費補助はフル活用されている。支給者・金額の詳細は次回幹事会で報告する。 

 

２ 審議事項 

（１） 当面する事業の計画、準備 



 

   １） 武蔵野探訪 野川・深大寺散策（野川を歩いて大沢の里古民家に立ち寄って深大寺見学） 

      参加費：無償（そば店での昼食代等として 1０00 円補助） 

      日程：2 月 19 日（予備日 21 日） 

      定員：20 名程度 

   ２） ふじのくにツアー 

     日程： 3 月 1 日（土）～3 日（月） 

      定員：15 名 

      参加費： 10,000 円＋交通費 4000 円～7000 円。 会からの補助：70,000 円 

三島駅 11 時集合なので、多磨駅 8：20 集合あるいは東京駅 9：30 集合で引率対応する 

        募集状況： 1 月 17 日 HP に案内掲載。申し込み殺到し、数時間で受付終了。申込者 21 名。15 名に参

加可能、6 名に待機リスト掲載の連絡。15 名の内訳: ISEP 学部 5、ISEP 院 3、日研生 3、学部生３： 男 2、女 13： 

中国 4、ドイツ 2、ブラジル 2、カザフスタン２、韓国１、スペイン１、クロアチア１、ミャンマー１、スリランカ１ 

   今後の日程：2 月 4 日（火）14：00～第 1 回説明会（参加費徴収） 

           2 月 20 日（木）14：00～第 2 回説明会 

           3 月 1 日（金）8 時時ころ～ 参加学生を現地まで確実に送り届ける 

    担当幹事等：北村、甘利、神戸、谷（募集関係）、山本（真） 

    3 月 1 日の三島駅までの引率、および 2～3 日の同行（参与観察）については 2 名で現地の同意。あと 1 名

程度は増やせるだろう。引率、同行の必要経費は自己負担 

 

   ３） 府中市桜まつり民踊ながし 3 月 22 日（土） 

      ・1 月 28 日に連絡会。練習は 3 月に入ってから行う。 

（２）会報について 

会報 78 号構成案 

Page1. １．巻頭言（甕隆博 JLC 教授） 

Page2. ２．ご挨拶（ウィルソン ルビー 国際化拠点室職員・元留学生） 

Page3. 2025 年度総会のお知らせ（谷） 

Page5. ３．活動報告 

(1) 鎌倉史跡見学ツアー（野口） 

(2) 外語祭バザー（井上、小平） 

(3) 日本文化体験教室と国際交流の夕べ（着物の加賀先生、他に声掛け、神戸５００文字位） 

(4) その他の活動（谷） 

  １）シンガポール中学生書道体験（谷、簡単に） 

  ２）幅広い対象層への入会案内（谷、簡単に） 

(５) 準備中の事業（日にちと簡単な概要のみ） 

１） 深大寺ウォーキング（山田） 

２） ふじのくに留学生ツアー（谷） 

３） 第 53 回府中市民桜祭り（谷） 

Page12. ４.留学生の声 



 

(1) 留学生リレー投稿（井上、代表者未決定）掲載出来るかどうか不明 

(2) 学会発表旅費助成者の報告（2～3 名甘利が選択） 

Page13. ５．会員から(神戸、その他も当たる) 

Page14. ご寄付御礼（阿部） 

幹事会から（山根） 

Page16. 春期バザーへの協力依頼（井上、小平） 

ページ未定 故笹岡氏追悼（仮題「笹岡さんを偲ぶ」）  （梅田＋故人を知る会員数名） 

※全ての原稿の締め切りは２月７日 

※発行所との協議の機会を設定する 

 

（３）2025 年度事業計画 

  １）25 年度年間活動予定表（たたき台）を通覧し、とりあえず以下の日程を確定し、事業に関して

は次回以降検討することにした。 

   春期バザー：4 月 4（金）、5（土）日    

第 4 回総会：7 月 20 日（日） 

     ２）前期企画の一案として高尾山ハイキングについて山根幹事が次回提案する。 

                                     次回 2 月 16 日（日） 


